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私
が
峠
を
意
識
し
た
の
は
、
山
の
先
輩
に
昔

連
れ
て
行
か
れ
た
諏
訪
峠
で
は
な
く
、
一
人
で

歩
い
た
会
津
の
奥
山 

明
神
ガ
岳
（
１
０
７
４
ｍ
）

で
し
た
。
そ
れ
は
令
和
元
年
の
５
月
下
旬
で
し

た
。
大
岩
登
山
口
に
車
を
置
き
風
薫
る
道
を
狭
間

峠
へ
歩
き
始
め
ま
し
た
。
峠
道
に
は
会
津
三
十
三

観
音
の
第
二
十
七
番
札
所
が
あ
り
、
登
山
道
と
は

違
い
幅
広
の
道
で
大
八
車
が
通
れ
る
事
が
印
象
に

残
リ
ま
し
た
。
山
頂
は
ぶ
な
の
二
次
林
で
覆
わ
れ

て
い
て
眺
望
は
望
め
ま
せ
ん
が
、
木
立
を
渡
る
涼

し
い
風
を
楽
し
め
ま
し
た
。
尤
も
会
津
の
山
は
熊

が
付
き
物
で
す
の
で
そ
れ
な
り
に
用
心
が
必
要
で

す
。
帰
宅
後
調
べ
て
み
る
と
狭
間
峠
は
旧
西
山
村

と
旧
会
津
高
田
町
（
現
会
津
美
里
町
）
の
間
に
あ

り
、
途
中
に
木
地
師
の
多
く
住
む
旧
九
々
明
集
落

が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
木
工
は
盛
ん
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
山
屋
は
い
つ
も
山
頂
を
目
指
し
て
頑
張
り

ま
す
が
、
峠
歩
き
に
は
違
う
楽
し
み
が
待
っ
て
い

ま
す
。

１
．
有
名
な
古
道
・
峠
以
外
は
専
門
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
は
少
く
、
情
報
を
集
め
る
の
が
楽
し
み
で

す
。
又
事
前
準
備
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ベ
ス
ト
は

昔
の
地
図
で
す
が
こ
れ
が
入
手
困
難
で
す
。
地
図

が
古
す
ぎ
て
も
歩
け
な
い
し
、
新
し
い
と
昔
地
図

に
あ
っ
た
峠
の
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
。

２
．
ア
プ
ロ
ー
チ
調
査
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
モ
ー

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
伴
い
、
古
道
も
寸
断
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
ず
峠
の
入
り
口
が
明
示
さ
れ
て
い
な

い
ケ
ー
ス
が
殆
ど
で
す
。
地
図
上
で
決
め
た
点
を
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
へ
落
と
し
て
現
地
に
行
き
ま
す
。
現
地
で

実
際
に
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
特
定
・
記
録
し
ま
す
。

時
間
が
あ
れ
ば
少
し
ヤ
ブ
の
状
況
を
調
査
し
ま
す
。

こ
れ
で
峠
の
入
口
・
出
口
と
車
の
置
き
場
も
見
当

を
つ
け
ま
す
。

３
．
日
帰
り
可
能
と
踏
ん
だ
ら
、
概
略
の
時
間
を

標
高
差
と
ヤ
ブ
状
況
か
ら
判
断
し
て
大
雑
把
な
計

画
を
立
て
ま
す
。
峠
歩
き
は
で
き
れ
ば
通
し
で
歩

き
た
い
の
で
、
下
山
口
に
車
の
デ
ポ
が
必
要
で
す

か
ら
、
２
名
と
２
台
の
車
が
不
可
欠
で
す
。
最
後

に
途
中
で
道
が
消
え
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
地

図
上
の
必
要
ポ
イ
ン
ト
を
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
入
れ
込
み
ま

す
。
事
前
調
査
を
や
っ
て
い
る
と
段
々
実
現
可
能

性
が
高
ま
っ
て
く
る
の
も
一
つ
の
楽
し
み
で
す
。

４
．
本
番
は
、
余
裕
を
持
つ
た
め
に
早
目
に
出
ま

す
。
実
際
に
踏
み
込
む
と
道
が
消
え
る
ケ
ー
ス
が

多
々
あ
り
ま
す
。
事
前
の
ポ
イ
ン
ト
は
結
構
外
れ

ま
す
。
そ
れ
だ
け
ヤ
ブ
が
厳
し
い
事
が
理
由
で
す
。

あ
と
は
地
形
を
読
ん
だ
り
し
て
な
ん
と
か
軌
跡
を

採
っ
て
行
き
ま
す
。
途
中
断
念
し
て
も
帰
路
の
確

保
は
不
可
欠
で
す
。
山
の
場
合
は
尾
根
筋
を
間
違

わ
な
け
れ
ば
高
み
を
目
指
し
ま
す
が
、
峠
歩
き
は

鞍
部
を
目
指
し
ま
す
。
数
回
踏
査
を
や
っ
て
見
る

と
、
峠
道
の
道
方
（
道
の
形
）
は
ヤ
ブ
の
中
で
も
、

う
っ
す
ら
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。
要
は

「
習
う
よ
り
慣
れ
ろ
」
で
す
。

５
．
報
告
。
峠
歩
き
に
は
普
通
の
登
山
道
で
は
な

い
歴
史
、
来
歴
、
遺
構
等
の
生
活
の
跡
が
刻
み
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
主
に
は
生
活
道
で
す
が
、
お
遍

路
道
、
軍
道
、
戦
場
、
修
験
道
等
調
べ
始
め
る
と

き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
又
楽
し
み
で
す
。

自
分
の
街
の
近
く
に
興
味
の
引
く
峠
な
り
古
道
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
一
度
足
を
運
ん
だ
ら
如
何
で

し
ょ
う
か
？

　

未
知
の
好
奇
心
を
刺
激
し
て
く
れ
る
こ
と
請
け

合
い
で
す
。

古
道
・
峠
に
親
し
む
！

�

越
後
山
岳
古
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
　
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
　
佐
久
間 

雅
義

私の一枚

焼山山頂からの金山

　火打山から焼山に登頂。一度登って
みたいと思っていたので感慨深いもの
がありました。お天気に恵まれ、大好
きな山の一つである「天狗原山」から「金
山」の稜線を間近でじっくりと堪能す
る事も出来ました。遠くに後立山連峰
が連なり、剣岳も見る事が出来ました。
　噴き出す水蒸気音が大きく、ジェッ
ト機の音の様でハラハラしながらの山
頂でした。
 撮影者　井口　礼子
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当
支
部
前
支
部
長
の
桐
生
恒
治
さ
ん
が
令
和

５
年
度
日
本
山
岳
会
通
常
総
会
に
お
い
て
、
副
会

長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。今

後
の
ご
活
躍
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
就
任

に
あ
た
っ
て
の
抱
負
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

日
本
山
岳
会
副
会
長
に
就
任
し
て

桐
生
　
恒
治

　

６
月
24
日
東
京
で
令
和

５
年
度
日
本
山
岳
会
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
、
今
後

２
年
間
の
会
務
運
営
を
担
当
す
る
理
事
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
総
会
終
了
後
の
緊
急
理
事
会
で
、
橋

本
し
を
り
さ
ん
が
第
27
代
会
長
に
選
出
さ
れ
初
の

女
性
会
長
と
な
り
ま
し
た
が
、
私
は
副
会
長
に
指

名
さ
れ
て
支
部
事
業
委
員
会
・
自
然
保
護
委
員

会
・
海
外
登
山
委
員
会
な
ど
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

２
月
末
に
本
部
関
係
者
か
ら
次
期
理
事
を
お
願

い
し
た
い
と
の
打
診
が
あ
り
、
３
月
４
日
に
越
後

支
部
役
員
会
が
あ
り
本
部
か
ら
理
事
要
請
が
あ
っ

た
と
報
告
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
越
後
支
部
に
と
っ

て
も
非
常
に
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
日
本
山
岳
会

全
体
の
た
め
に
も
頑
張
っ
て
欲
し
い
。」
と
激
励

を
受
け
て
受
諾
し
ま
し
た
。

　

若
き
頃
日
本
山
岳
会
学
生
部
で
活
動
を
始
め
３

回
の
海
外
登
山
に
参
加
、
１
９
８
５
年
に
越
後
支

部
編
入
、
そ
の
後
、
事
務
局
長
・
副
支
部
長
・
支

部
長
を
務
め
、
５
月
27
日
支
部
総
会
で
支
部
長
を

退
任
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

今
迄
の
越
後
支
部
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、
本

部
・
支
部
の
活
動
を
盛
り
上
げ
て
会
務
に
精
励
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

高
頭
祭
に
つ
い
て

小
山
　
一
夫

　

例
年
よ
り
、
早
い
梅
雨
明
け
の
中
第
66
回
高
頭

祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
ま
で
は
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
、
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

本
年
は
制
限
な
し
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

自
然
保
護
委
員
会
を
中
心
に
朝
よ
り
恒
例
の
清

掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
「
高
頭
寿
像

碑
」
の
修
復
記
念
で
古
野
淳
会
長
、
神
崎
忠
男
氏

を
は
じ
め
全
国
か
ら
多
数
の
方
か
ら
参
加
い
た
だ

き
盛
大
な
修
復
記
念
行
事
で
し
た
が
、
本
年
は
支

部
会
員
を
中
心
に
開
催
し
ま
し
た
。
玉
木
大
二
朗

事
務
局
長
の
開
会
宣
言
に
続
き
。
来
賓
の
紹
介
が

あ
り
、
坂
井
広
志
日
本
山
岳
会
前
副
会
長
、
稲
田

春
男
新
潟
県
山
岳
協
会
会
長
、
藤
井
美
恵
子
深
沢

小
学
校
校
長
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
後
藤
正
弘
支

部
長
の
挨
拶
に
続
き
昨
年
よ
り
始
ま
っ
た
献
花
が

行
わ
れ
、
お
酒
好
き
だ
っ
た
高
頭
仁
兵
衛
翁
の
レ

リ
ー
フ
に
女

性
陣
よ
り
献

酒
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
記

念
写
真
後
に

坂
井
広
志
前

副
会
長
よ
り

「
日
本
山
岳

会
１
２
０
周

年
事
業
、
引

き
継
が
れ
る

山
岳
祭
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」

と
題
し
て
、

上
高
地
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
は
じ
め
宮
崎
ウ
ェ
ス
ト
ン

祭
ま
で
、
各
地
の
山
岳
祭
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

終
了
後
、
御
神
廟
で
開
催
さ
れ
る
「
新
潟
県
登
山

祭
」
に
参
加
す
る
た
め
に
弥
彦
山
山
頂
に
向
か
い

ま
し
た
。
支
部
会
員
で
前
新
潟
県
山
岳
協
会
副
会

長
、
遠
藤
俊
一
氏
よ
り
「
日
本
３
０
０
名
山
あ
れ

こ
れ
」
の
講
演
が
あ
り
、
夕
日
の
沈
む
日
本
海
を

見
な
が
ら
松
明
登
山
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
以
後
初
め
て
開
催
さ
れ
た
「
弥
彦
灯
籠
祭
」
の

ポ
ス
タ
ー
と
う
ち
わ
は
、
松
明
登
山
の
行
進
の
写

真
で
し
た
。
沿
道
の
皆
さ
ん
か
ら
拍
手
で
迎
え
ら

れ
る
伝
統
の
行
事
で
す
。
こ
の
時
期
に
咲
く
「
オ

オ
ナ
ン
バ
ン
ギ
セ
ル
」
が
、
こ
の
数
年
見
え
ず
絶

滅
し
た
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
平
園
地
よ
り

多
宝
山
に
か
け
て
多
く
の
オ
オ
ナ
ン
バ
ン
ギ
セ
ル

が
あ
り
ま
し
た
。
外
来
植
物
の
フ
ラ
ン
ス
ギ
ク
の

発
生
で
絶
滅
し
た
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
地
道

な
登
山
道
整
備
で
復
活
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

高
頭
仁
兵
衛
翁
を
始
め
多
く
の
新
潟
の
岳
人
が

愛
し
た
「
弥
彦
山
」
を
守
る
活
動
の
重
要
性
を
知

り
ま
し
た
。

弥
彦
山
フ
ラ
ン
ス
ギ
ク

　
　
　
　

駆
除
活
動
報
告

自
然
保
護
委
員
会
　
春
日
　
良
樹

・
実
施
日
時
：
令
和
５
年
６
月
３
日
（
土
）

 

９
時
30
分
～
12
時
30
分

・
実
施
場
所
：
佐
渡
・
弥
彦
・
米
山
国
定
公
園　

 

弥
彦
山
奥
の
院
と
大
平
園
地
周
辺

フ
ラ
ン
ス
ギ
ク
の
駆
除
活
動
は
、
昨
年
度
か

ら
開
始
し
今
年
で
２
回
目
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
、

弥
彦
村
の
皆
様
や
近
隣
市
の
方
々
に
も
郷
土
の
秀

峰
弥
彦
山
に
繁
茂
す
る
外
来
種
の
現
状
を
知
っ
て

い
た
だ
き
た
く
、
村
役
場
の
協
力
を
得
て
各
戸
に

案
内
チ
ラ
シ
を
配
布
。
村
内
と
周
辺
市
の
皆
様
10

名
、
さ
ら
に
長
岡
技
術
科
学
大
学
山
岳
部
、
当
山

後藤正弘支部長挨拶

桐
生
恒
治
前
支
部
長
が

�

日
本
山
岳
会
副
会
長
に

燈籠まつりポスター
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岳
会
員
を
合
わ
せ
計
32
名
参
加
の
駆
除
活
動
と
な

り
ま
し
た
。

村
役
場
担
当
者
の
挨
拶
に
続
き
、
後
藤
正
弘
支

部
長
が
参
加
者
に
対
し
謝
意
を
伝
え
た
後
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
エ
コ
ロ
ジ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
の
片

岡
廣
夫
氏
か
ら
外
来
種
駆
除
の
留
意
点
の
説
明
を

受
け
、「
根
こ
そ
ぎ
取
る
」
こ
と
を
確
認
し
作
業

に
入
り
ま
し
た
。
１
班
は
弥
彦
山
頂
（
奥
の
院
）、

２
班
は
大
平
園
地
と
２
か
所
に
分
か
れ
て
抜
き
取

り
作
業
を
実
施
。
い
ず
れ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
の

フ
ラ
ン
ス
ギ
ク
が
繁
茂
し
日
本
離
れ
し
た
景
観
を

呈
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ
コ
や

ヤ
マ
ユ
リ
な
ど
の
在
来
植
物
の
生
育
が
圧
迫
さ
れ

て
い
ま
す
。
２
時
間
程
の
作
業
で
１
１
７
㎏
を
駆

除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
方
で
、
一
部
の
観
光
客
か
ら
は
、「
き
れ
い

に
咲
い
て
い
る
の
に
何
故
抜
き
取
る
の
か
」
と

い
っ
た
批
判
の
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
国

定
公
園
の
意
義
（
自
然
公
園
法
）
や
外
来
生
物

法
、
種
の
多
様
性
基
本
法
の
趣
旨
へ
の
理
解
を
深

め
、
当
支
部
と
し
て
、
外
来
種
の
駆
除
目
的
を
一

層
鮮
明
に
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
。
フ
ラ
ン
ス
ギ
ク
の
生
態
や
分
布
拡
大
の
要
因

を
考
え
た
と
き
、
数
年
で
結
果
が
出
せ
る
も
の
で

は
な
い
よ
う
で
す
。
啓
発
を
含
め
根
気
強
く
継
続

す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。　

参
加
し
て

下
さ
っ
た
皆
様
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
の
皆

様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た

弥
彦
山
清
掃
活
動
の
報
告

自
然
保
護
委
員
会
　
春
日
　
良
樹

　

日
時
：
７
月
25
日
（
月
）
10
時
～
12
時

　

朝
か
ら
真
夏
の
快
晴
。
下
界
で
は
35
℃
を
超
す

炎
天
の
も
と
、
総
勢
16
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
本

活
動
は
、
当
日
午
後
に
開
催
さ
れ
る
高
頭
祭
の
準

備
の
一
環
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。
２
班
に
分
か
れ
、
弥
彦
山
大
平
園
地
登
山
口

か
ら
大
平
園
地
ま
で
と
弥
彦
山
山
頂
（
奥
の
院
）

の
清
掃
と
草
刈
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

大
平
園
地
へ
の
登
山
道
で
は
、
夏
草
が
激
し
く

繁
茂
し
人
ひ
と
り
が
や
っ
と
通
れ
る
ほ
ど
の
道
幅

で
し
た
が
、
草
刈
機
の
活
躍
と
女
性
陣
の
手
際
よ

い
草
の
片
付
け
で
１
時
間
30
分
ほ
ど
で
終
了
。
ま

た
、
弥
彦
山
山
頂
で
は
マ
ム
シ
に
気
を
つ
け
な
が

ら
の
作
業
。
12
時
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

大
平
園
地
で
昼
食
。
高
頭
祭
ま
で
の
間
、
日
本
海

か
ら
の
爽
風
の
中
、
仲
間
と
語
ら
い
な
が
ら
ゆ
っ

た
り
と
過
ご
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
が
減
少
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。
来
年

は
、
さ
ら
に
多
く
の
皆
様
か
ら
の
参
加
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

地
域
の
山
（
小
千
谷
市
）

薭
生
城
跡
へ
の
み
ち

�

和
田
　
守

Ｊ
Ｒ
小
千
谷
駅
か
ら
越
後
交
通
長
岡
行
き
バ

ス
に
乗
り
宮
前
バ
ス
停
に
下
車
、
５
分
ほ
ど
で
極

楽
寺
登
山
口
に
着
く
。
マ
イ
カ
ー
の
場
合
は
極
楽

寺
近
く
に
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。（
15
台
ほ

ど
）薭

生
城
跡
は
通
称
、
薭
生
城
山
（
標
高
２
５
８

メ
ー
ト
ル
）
と
言
い
南
北
朝
時
代
に
活
用
さ
れ
た

も
の
で
当
初
、
薭
生
氏
が
居
城
し
た
と
い
わ
れ
る
。

大
永
３
年
（
１
５
２
３
年
）
に
上
杉
氏
の
将
、

平
子
氏
が
居
城
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
後
、
天

正
７
年
（
１
５
７
９
年
）
上
杉
謙
信
没
後
の
家
督

争
い
（
御
舘
の
乱
）
の
際
、
平
子
氏
は
上
杉
景
虎

方
に
つ
い
た
た
め
、
上
杉
景
勝
方
に
攻
め
ら
れ

落
城
し
た
と
さ
れ
、
一
族
は
蘭
木
（
小
千
谷
市
）

に
退
隠
し
た
。
ま
た
慶
長
４
年
（
１
５
９
９
年
）、

会
津
に
移
っ
た
上
杉
家
の
求
め
に
応
じ
て
越
後
に

残
っ
た
上
杉
家
の
遺
民
一
揆
の
際
に
五
智
院
の
僧
、

海
龍
が
遺
民
一
揆
の
首
領
と
立
て
篭
も
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。

登
山
道
は
中
部
北
陸
自
然
歩
道
と
し
て
整
備

さ
れ
て
い
て
、
案
内
板
の
裏
側
か
ら
登
り
、
や
が

て
直
登
コ
ー
ス
分
岐
を
左
方
向
に
行
き
な
が
ら
10

分
ほ
ど
で
奥
ノ
院
が
あ
る
。
こ
こ
は
近
郷
近
在
の

信
心
深
い
人
々
か
ら
「
岩
屋
不
動
尊
」
と
し
て
崇

め
ら
れ
、
小
さ
な
滝
は
夏
で
も
枯
れ
な
い
冷
水
が

流
れ
出
て
い
る
。
以
前
は
汲
み
に
来
る
人
も
多

か
っ
た
。
送
電
線
の
鉄
塔
を
右
に
見
て
階
段
状
に

付
け
ら
れ
た
道
を
登
る
と
尾
根
伝
い
と
な
っ
て
緩

い
登
り
と
な
る
。
要
所
要
所
に
自
然
歩
道
の
案
内

標
識
が
あ
り
、
左
側
の
木
々
の
間
か
ら
朝
日
山
古

戦
場
と
金
倉
山
を
見
な
が
ら
登
る
と
、
や
が
て
城

山
山
頂
に
着
く
。
山
頂
に
は
自
然
歩
道
の
説
明
板

と
ベ
ン
チ
が
あ
り
、
眼
下
に
は
信
濃
川
の
流
れ
と

小
千
谷
の
街
を
望
み
、
遠
く
は
弥
彦
山
、
角
田
山

そ
し
て
黒
姫
山
、
米
山
な
ど
の
眺
望
が
良
い
。
城

跡
は
十
字
形
式
の
山
城
で
、
正
面
は
西
方
に
向

か
っ
て
三
国
街
道
と
反
対
側
は
野
辺
川
道
を
見
下

ろ
し
、
ま
た
信
濃
川
の
舟
運
を
見
張
る
要
所
で

あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

山
寺
山
へ
と
続
く
遊
歩
道
を
上
り
下
り
し
な

が
ら
、
ブ
ナ
林
を
過
ぎ
、
や
が
て
緩
や
か
な
尾
根

117kgの収穫

薭生城跡から山本山を望む
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歩
き
と
な
る
。
左
右
に
は
崖
も
あ
り
要
所
に
柵
や

鎖
が
設
置
し
て
あ
る
が
注
意
し
た
い
。
30
分
ほ
ど

で
山
寺
山
（
２
９
７
ｍ
）
に
到
着
。
春
先
は
白
く

輝
く
黒
姫
山
や
米
山
を
バ
ッ
ク
に
眼
下
に
は
小
千

谷
の
市
街
地
と
信
濃
川
が
一
望
出
来
る
。
こ
の
先

は
下
り
道
を
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
ゆ
く
。
途
中
に
大

き
な
桜
の
木
と
近
く
に
は
道
祖
神
が
祭
っ
て
あ
り
、

満
開
の
頃
は
カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル
に
は
良
い
場
所
で

あ
る
。
林
道
の
下
り
道
を
歩
き
な
が
ら
、
や
が
て

道
の
駅
「
ち
ぢ
み
の
里
」
に
着
く
。
山
寺
山
へ
の

縦
走
と
、
ま
た
マ
イ
カ
ー
利
用
の
場
合
は
薭
生
城

跡
山
頂
ま
で
の
往
復
と
い
ず
れ
も
お
手
頃
の
静
か

な
歴
史
コ
ー
ス
で
あ
る
。

◎
薭
生
城
跡
か
ら
山
寺
山
縦
走
コ
ー
ス

極
楽
寺
駐
車
場
―
０
．
２
㎞
10
分
→
岩
屋
不
動

尊
―
０
．
５
㎞
10
分
→
中
間
案
内
標
識
―
０
．
５

㎞
20
分
→
薭
生
城
跡
山
頂

薭
生
城
跡
―
０
．
２
㎞
５
分
→
ブ
ナ
林
―
０
．

９
㎞
25
分
→
山
寺
山
―
１
．
５
㎞
40
分
→
道
の
駅

ち
ぢ
み
の
里

距
離
：
３
．
８
㎞　

時
間
：
約
１
時
間
50
分

飯
豊
本
山 

（
２
、１
０
５
ｍ
）

�

渡
辺
　
茂

日
時
：２
０
２
３
年
７
月
２
日（
日
）～
３
日（
月
）

ル 

ー
ト
：
弥
平
四
郎
集
落
～
秡
川
山
荘
～
松
平

峠
～
三
国
小
屋
～
切
合
小
屋
～
上
ノ
越
～

秡
川
駐
車
場
～
弥
平
四
郎
集
落

参
加
者
：
７
名

２
０
２
３
年
度
第
２
回
山
行
委
員
会
企
画
は

飯
豊
本
山
と
し
た
。
阿
賀
町
で
７
名
が
合
流
し
弥

平
四
郎
登
山
口
に
向
か
う
。
昨
年
の
水
害
に
よ
り

今
期
の
飯
豊
へ
の
通
行
可
能
な
登
山
道
は
「
弥
平

四
郎
」「
川
入
」「
大
日
杉
」
の
３
ル
ー
ト
で
あ
る
。

今
回
は
新
潟
か
ら
も
近
い
弥
平
四
郎
集
落
か

ら
入
山
す
る
こ
と
に
し
た
。
秡
川
駐
車
場
で
荷
物

を
整
え
出
発
し
た
が
、
奥
川
に
架
け
ら
れ
て
い
た

木
橋
は
大
雨
の
影
響
で
流
さ
れ
て
お
り
靴
を
脱
い

で
渡
っ
た
。
こ
の
新
長
坂
尾
根
は
私
に
と
っ
て
は

良
く
利
用
し
た
ル
ー
ト
で
あ
る
が
一
部
は
崩
れ
て

登
山
道
が
傷
ん
で
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
こ

の
ル
ー
ト
、
以
前
は
途
中
の
沢
で
「
水
」
が
と

れ
た
が
２
つ
の
沢
は
カ
ラ
カ
ラ
状
態
で
水
は
無

し
。
以
前
の
記
憶
で
は
二
つ
の
沢
を
超
え
る
と
松

平
峠
は
直
ぐ
と
思
い
皆
に
も
う
す
ぐ
峠
は
近
い
ぞ

と
声
を
か
け
た
。
峠
で
休
憩
、
こ
こ
か
ら
疣
岩
山

ま
で
は
日
影
は
無
く
陽
を
浴
び
な
が
ら
黙
々
と
進

み
、
水
場
で
休
憩
し
冷
た
い
「
水
」
を
汲
み
に
降

り
、
冷
水
を
確
保
し
皆
に
一
杯
ず
つ
飲
ん
で
も

ら
っ
た
。
疣
岩
山
手
前
で
ト
ッ
プ
二
人
が
子
熊
発

見
か
、「
オ
ー　

熊
だ
ー
」
熊
は
登
山
道
沿
い
に

逃
げ
た
。
こ
こ
数
年
、
熊
を
年
２
頭
は
見
て
い
る

よ
う
だ
。
疣
岩
山
を
過
ぎ
ブ
ナ
林
の
日
陰
で
昼
食

と
し
た
。

こ
こ
か
ら
一
旦
下
り
と
な
り
、
三
国
山
へ
の
斜

面
の
上
り
に
入
る
と

ヒ
メ
サ
ユ
リ
、
ニ
ッ

コ
ウ
キ
ス
ゲ
が
咲
き

誇
っ
て
い
た
。
三
国

小
屋
か
ら
種
蒔
山
ま

で
は
暑
い
中
の
登
高

で
あ
っ
た
が
ハ
ク
サ

ン
チ
ド
リ
や
ミ
ヤ
マ

キ
ン
バ
イ
、
ゴ
ゼ
ン

タ
チ
バ
ナ
と
花
々

を
楽
し
み
な
が
ら
皆

が
写
真
を
バ
チ
バ
チ

撮
っ
て
い
た
。
切
合

小
屋
16
時
着
、
早
速
、

ビ
ー
ル
で
乾
杯
、
今

日
の
夕
食
は
一
品
持

ち
寄
り
で
つ
ま
み
も

豊
富
、
夕
飯
は
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
人
参
、
玉

ね
ぎ
、
豚
肉
、
Ｓ
Ｂ
ゴ
ー
ル
デ
ン
カ
レ
ー
を
使
っ

た
渡
辺
特
性
カ
レ
ー
と
し
た
。

20
時
就
寝
、
翌
日
は
４
時
起
床
、
草
履
塚
、
本

山
方
面
は
濃
い
ガ
ス
に
覆
わ
れ
て
い
た
。
朝
食
後
、

５
時
出
発
と
し
た
が
山
頂
方
向
は
濃
い
ガ
ス
に
覆

わ
れ
何
も
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
今
回
の
参
加

者
全
員
は
山
頂
に
立
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
無
理
に

行
か
な
く
と
も
と
思
い
相
談
し
た
結
果
、
花
々
を

見
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
下
山
す
る
こ
と
と
し
た
。

疣
岩
山
か
ら
は
上
ノ
越
経
由
で
下
山
と
し
た
が

し
っ
か
り
し
た
登
山
道
で
あ
っ
た
。
特
に
上
ノ
越

か
ら
は
し
っ
か
り
し
た
ぶ
な
林
の
歩
き
や
す
い
登

山
道
で
あ
っ
た
。

ま
だ
、
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
身
体
で
し
た
が

皆
元
気
に
登
山
口
に
12
時
半
に
到
着
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

便
利
な
「
み
ま
も
り
機
能
」
を
利
用
し
て
み
よ
う

万
一
遭
難
し
て
も
発
見
が
容
易
に
！

�

　
　
　
　
諏
訪
　
惠
一

　
　

今
年
は
県
内
外
で
山
岳
事
故
・
遭
難
の
報
道

に
接
す
る
機
会
が
多
い
よ
う
に
感
じ
る
。

　

充
分
気
を
付
け
て
い
て
も
事
故
・
遭
難
を
完
全

に
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
。
万
一
事

故
・
遭
難
に
あ
っ
た
際
に
早
く
発
見
に
至
る
方
策

を
考
え
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
登
山
届
（
登
山
計
画
書
）
を
事
前
に
作

成
し
、
所
属
山
岳
会
や
警
察
署
に
提
出
し
、
家
族

な
ど
に
も
渡
し
て
山
に
出
か
け
る
こ
と
。こ
れ
で
、

万
一
事
故
・
遭
難
に
あ
っ
て
も
、
捜
索
時
に
凡
そ

の
見
当
を
付
け
ら
れ
る
が
、
短
時
間
で
発
見
に
結

び
付
け
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
う
。
そ
ん
な
時
、

発
見
を
早
め
る
に
は
、
遭
難
者
の
位
置
情
報
が
捜

索
者
に
的
確
に
伝
わ
る
こ
と
が
一
番
で
あ
る
。

　

最
近
は
登
山
に
際
し
て
地
図
ア
プ
リ
の
利
用
が

増
え
て
い
る
が
、
各
種
あ
る
中
で
利
用
者
が
多
い

と
思
わ
れ
る
ヤ
マ
ッ
プ
（
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｐ
）
の
「
み

切合小屋前で

ハクサンチドリヒメサユリミヤマキンパイ

YAMAPからのみまもりメール
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ま
も
り
機
能
」
に
注
目
し
て
み
た
。
非
常
に
便
利

な
こ
の
機
能
だ
が
、
ヤ
マ
ッ
プ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
る
と
利
用
者
の
30
％
前
後
し
か
使
っ
て
い
な

い
と
の
こ
と
。

　

こ
の
機
能
の
概
要
だ
が
、
ア
プ
リ
の
「
み
ま
も

り
機
能
」
設
定
を
有
効
に
し
、
自
分
の
位
置
情
報

を
知
ら
せ
た
い
相
手
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録

す
る
と
、
ア
プ
リ
を
起
動
し
た
際
に
相
手
に
登
山

を
開
始
し
た
こ
と
を
通
知
す
る
メ
ー
ル
が
届
き
、

随
時
自
分
の
居
場
所
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
も
の
。

　

通
知
を
受
け
取
っ
た
人
が
メ
ー
ル
に
あ
る
リ
ン

ク
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
そ
の
時
点
で
自
分
の
い
る

位
置
を
地
形
図
上
で
確
認
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
る
。
メ
ー
ル
の
受
取
先
に
は
山
岳
会
留
守
本
部

や
家
族
を
指
定
す
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
受

信
し
た
メ
ー
ル
の
リ
ン
ク
先
の
情
報
は
随
時
更
新

さ
れ
て
い
る
の
で
、
常
に
現
在
位
置
の
確
認
が
で

き
る
。
こ
の
機
能
は
無
料
で
利
用
で
き
、
有
料
会

員
に
な
る
と
ラ
イ
ン
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）
に
通
知
す
る

こ
と
も
で
き
る
。

　

こ
の
機
能
は
携
帯
の
電
波
が
届
か
な
い
と
こ
ろ

に
い
て
も
、
行
動
中
に
他
の
ヤ
マ
ッ
プ
利
用
者
と

す
れ
違
え
ば
、
そ
の
利
用
者
が
電
波
の
届
く
と
こ

ろ
に
行
っ
た
と
き
に
、
そ
の
利
用
者
と
す
れ
違
っ

た
時
ま
で
の
自
分
の
位
置
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
、
下
山
し
て
ア
プ
リ
を
終
了
さ
せ
れ
ば
「
み

ま
も
り
機
能
」
で
登
録
し
た
相
手
に
メ
ー
ル
が
届

き
、
す
べ
て
の
行
動
ル
ー
ト
の
確
認
も
で
き
る
。

メ
ー
ル
の
宛
先
に
家
族
を
登
録
し
て
お
け
ば
帰
り

を
待
つ
家
族
の
安
心
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

　

既
に
ヤ
マ
ッ
プ
を
利
用
し
て
い
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
山
行
の
記
録
を
取
る
だ
け
で
な
く
、「
み
ま

も
り
機
能
」
を
一
度
試
し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。

　

ま
だ
利
用
し
て
い
な
け
れ
ば
、
こ
の
機
会
に
利

用
の
検
討
を
お
勧
め
す
る
。
利
用
者
が
増
え
る
こ

と
で
利
用
者
同
士
が
す
れ
違
う
機
会
が
増
え
、
よ

り
安
心
が
増
す
こ
と
だ
ろ
う
。

　

詳
細
の
機
能
は
、［
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｐ 

み
ま
も
り
機

能
］
で
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

古
道
調
査

米
山
登
拝
道
を
歩
く　　

後
藤
　
正
弘

　

２
０
２
３
年
５
月
13
日
（
土
）　

晴
れ　

　

米
山
薬
師
は
、
古
代
よ
り
権
力
者
に
保
護
さ
れ

る
と
と
も
に
利
用
さ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
江

戸
時
代
に
入
り
、
農
業
神
と
し
て
多
く
の
村
々
が

米
山
講
と
い
う
諸
集
団
を
組
織
し
て
、
毎
年
米
山

薬
師
に
代
参
者
を
送
り
、
明
治
期
に
最
盛
期
を
迎

え
昭
和
20
年
代
ま
で
続
い
た
。

　

頚
城
地
方
か
ら
の
登
山
道
は
柿
崎
口
（
下
牧
・

水
野
）
で
あ
る
が
、
明
治
時
代
の
絵
図
に
よ
る

と
麓
の
米
山
寺
か
ら
す
で
に
二
手
に
分
か
れ
て
い

る
。

　

一
つ
は
米
山
寺
川
左
岸
の
尾
根
沿
い
に
登
り
、

水
野
を
経
由
し
佛
川
を
渡
っ
て
水
野
よ
り
登
る
水

野
コ
ー
ス
。
も
う
一
つ
は
密
蔵
院
の
裏
か
ら
尾
根

伝
い
に
下
牧
に
抜
け
、
米
山
薬
師
御
仮
堂
の
脇
か

ら
登
る
ル
ー
ト
。
今
回
は
こ
の
古
道
調
査
を
実
施

し
た
。

　

密
蔵
院
前
に
車
を
停
め
立
派
な
門
構
え
か
ら
石

仏
を
見
な
が
ら
石
段
を
登
る
。
一
旦
平
と
な
り
さ

ら
に
石
段
を
登
る
と
庫
裏
と
護
摩
堂
が
建
て
ら
れ

て
い
る
。
庫
裏
で
管
理
人
と
会
話
を
し
て
、
上
越

市
文
化
財
指
定
の
護
摩
堂
を
見
学
す
る
。
美
し
く

繊
細
な
外
壁
装
飾
や
欄
間
の
彫
り
物
な
ど
芸
術
的

価
値
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
建
造
物
だ
。

　

裏
手
か
ら
穏
や
か
な
起
伏
の
雑
木
林
を
、
ヤ
マ

ボ
ウ
シ
な
ど
の
花
な
ど
を
見
な
が
ら
落
ち
葉
を
踏

み
し
め
て
歩
く
。
下
牧
手
前
で
広
々
と
し
た
水
田

地
帯
に
出
て
、
ほ
ど
な
く
左
の
古
道
に
入
り
「
下

牧
ベ
ー
ス
９
９
３
」
に
到
着
。
こ
こ
か
ら
は
、
現

在
も
歩
か
れ
て
い
る
登
山
道
と
な
る
。

　

米
山
薬
師
御
仮
堂
の
脇
を
と
お
り
、
駒
ケ
岳
、

三
十
三
観
音
、
泰
澄
禅
師
の
墓
、
女
し
ら
ば
と
古

く
か
ら
歩
か
れ
た
参
拝
の
道
を
ゆ
っ
く
り
と
歩

く
。
山
頂
で
は
薬
師
堂
に
お
参
り
し
て
、
現
三
角

点
を
確
認
し
て
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
。
多
く
の
人
々
が

登
拝
し
た
道
を
往
時
に
思
い
を
馳
せ
、
い
つ
も
と

は
違
う
気
持
ち
で
往
路
を
戻
っ
た
。

古
道
調
査

沼
越
峠
（
鉾
峠
）
報
告　

　
多
田
　
政
雄

　

沼
越
峠
は
鉾
峠
と
も
言
わ
れ
て
阿
賀
町
柴
倉
と

福
島
県
金
山
町
中
川
上
田
ダ
ム
の
間
で
あ
る
。
歴

史
も
古
く
金
山
町
史
に
依
る
と
会
津
地
方
で
は
大

山
越
え
と
よ
び
、
寛
永
19
年
坂
下
、
大
栗
田
、
沼

沢
村
の
農
民
が
あ
ま
り
に
厳
し
い
収
納
の
た
め
に

越
後
に
逃
げ
る
時
通
り
、
天
正
６
年
の
野
沢
城
主

大
槻
太
郎
左
衛
門
が
蘆
名
氏
に
敗
れ
て
こ
の
道
で

越
後
に
逃
げ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
金
山
谷
の
人

は
15
歳
に
も
な
れ
ば
地
元
の
物
産
を
背
負
い
、
帰

り
は
塩
や
、
昆
布
、
魚
類
を
背
負
っ
て
、
日
帰
り

で
戻
っ
て
来
る
。
こ
の
仕
事
が
で
き
て
一
人
前
の

男
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。

　

信
仰
の
道
で
も
あ
っ
た
、
大
山
越
、
柴
倉
集
落
、

大
倉
峠
、
大
山
祗
神
社
の
順
路
で
山
の
神
参
拝
と

湯
殿
山
参
り
も
行
わ
れ
た
と
云
う
。

　

津
川
麒
麟
山
公
園
に
前
泊
し
、
翌
日
阿
賀
町
役

場
に
集
合
し
て
柴
倉
に
向
い
、
林
道
の
ゲ
ー
ト
前

に
駐
車
し
て
７
時
40
分
に
出
発
す
る
。

　

蒸
し
暑
い
中
を
栃
倉
山
の
裾
野
の
林
道
を
１
時

間
程
歩
く
と
林
道
最
高
地
点
に
着
く
。
御
前
ヶ
游

窟
や
井
戸
小
屋
山
、
そ
し
て
柴
倉
集
落
方
面
の
見

晴
ら
し
が
素
晴
ら
し
い
。
少
し
歩
く
と
林
道
終
点

に
な
る
。
刈
払
い
さ
れ
た
山
道
を
下
る
と
電
力
保

全
小
屋
が
あ
る
が
一
般
に
は
解
放
さ
れ
て
い
な
い

の
で
注
意
。
緑
の
眩
し
い
ブ
ナ
林
の
中
を
下
る
。

１
時
間
弱
で
柴
倉
沢
の
渡
渉
点
に
着
く
。
思
っ
た

緩やかな古道

沼越峠にて
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よ
り
水
量
も
少
な
く
全
員
難
な
く
渡
る
こ
と
が
で

き
こ
れ
か
ら
の
急
登
に
備
え
休
憩
す
る
。
３
０
０

ｍ
程
登
り
返
し
６
３
１
ｍ
地
点
に
着
く
。
尾
根
の

稜
線
か
ら
右
側
に
西
沢
を
隔
て
て
菅
倉
山
八
人
岩

の
大
岩
壁
が
見
え
る
。
地
形
図
に
も
名
前
が
あ
り

物
凄
く
大
き
な
迫
力
満
点
の
岩
場
で
あ
る
。

　

日
が
照
り
付
け
暑
く
な
る
が
８
３
１
ｍ
地
点
の

鉄
塔
か
ら
振
り
返
る
と
対
岸
の
下
っ
て
き
た
道
や

小
屋
が
ハ
ッ
キ
リ
見
え
る
。
そ
こ
か
ら
暫
ら
く
行

く
と
県
境
稜
線
に
出
る
。
左
側
に
向
か
い
60
ｍ
程

下
り
７
４
７
ｍ
の
鞍
部
に
着
く
と
そ
こ
が
地
形
図

に
書
か
れ
て
い
る
沼
越
峠
で
あ
る
。
何
の
標
識
や

目
印
も
な
く
、
普
通
に
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
様
な

場
所
で
あ
る
。

　

全
員
で
記
念
写
真
を
撮
り
50
ｍ
程
登
り
返
す
と

県
境
稜
線
と
上
田
ダ
ム
方
面
の
分
岐
点
に
な
り
、

12
時
に
着
く
。
見
晴
ら
し
も
良
く
て
飯
豊
連
峰
や

只
見
側
が
良
く
見
え
そ
こ
に
は
古
い
山
の
神
が
祭

ら
れ
て
い
る
。
前
に
は
小
さ
な
広
場
が
あ
り
旅
人

が
疲
れ
を
癒
す
に
は
最
適
な
場
所
と
思
わ
れ
る
此

処
が
沼
越
峠
の
様
な
気
が
す
る
が
？
日
差
し
の
暑

い
中
で
昼
食
を
食
べ
て
12
時
30
分
稜
線
上
に
在
る

国
土
山
に
向
か
う
。

　

最
初
は
藪
が
あ
る
が
少
し
行
く
と
杉
の
巨
木
も

有
り
踏
み
跡
も
ハ
ッ
キ
リ
し
て
く
る
。
30
分
ほ
ど

で
８
５
８
ｍ
の
三
等
三
点
山
頂
に
着
く
。
全
く
の

薮
の
中
で
視
界
は
望
め
ず
枝
を
か
き
分
け
写
真
を

撮
り
往
路
を
分
岐
点
迄
戻
る
。

　

13
時
30
分
上
田
ダ
ム
側
に
下
山
を
開
始
す
る
。

直
ぐ
に
電
力
保
全
小
屋
が
あ
る
が
此
処
も
中
に
は

入
れ
な
い
。
両
側
は
ブ
ナ
林
を
伐
採
し
た
草
原
で

伸
び
た
蕨
が
出
て
お
り
良
さ
そ
う
な
も
の
を
晩
酌

用
と
し
て
手
折
り
な
が
ら
下
る
。
秋
に
は
一
面
ス

ス
キ
が
逆
光
に
輝
き
只
見
川
か
ら
湧
き
上
が
る
雲

海
が
素
晴
ら
し
い
所
だ
。

　

上
田
ダ
ム
が
美
し
く
望
ま
れ
23
番
鉄
塔
か
ら
急

な
下
り
と
な
り
注
意
し
な
が
ら
尾
根
を
下
り
き
り

北
の
湖
沢
を
吊
り
橋
で
渡
る
と
直
ぐ
に
ダ
ム
サ
イ

ト
の
駐
車
場
に
15
時
に
着
く
。
登
っ
て
下
っ
て

登
っ
て
下
っ
て
結
構
キ
ツ
イ
峠
で
し
た
。
昔
の
人

は
強
か
っ
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
大
変
ご
苦
労

様
で
し
た
。

同
好
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
同
好
会

�

松
井
　
潤
次

　

昨
年
度
は
、
天
候
の
影
響
を
受
け
て
、
行
事
自

体
の
中
止
や
行
事
途
中
で
の
中
止
が
続
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
是
非
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
ス
ノ
ー
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
め
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
の
予
定
は
次
の
通
り
で
す
が
、
詳
し
い
計

画
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
案
内
し
ま
す
。

① 

12
月
24
日
（
日
）「
米
山
」
霧
氷
の
ブ
ナ
林
と

海
が
見
え
る
刈
羽
の
名
峰

② 

１
月
８
日
（
月
）「
弥
彦
山
」
越
後
を
代
表
す

る
霊
山
の
冬
景
色
（
裏
参
道
）

③ 

２
月
18
日
（
日
）「
三
ノ
峠
山
」
手
軽
に
登
れ

る
里
山

●
フ
ォ
ト
ス
ケ
ッ
チ
同
好
会

�
遠
藤
　
俊
一

　

今
年
度
は
、
令
和
６
年
２
月
に
一
泊
の
予
定
で

三
ツ
峠
山
か
ら
富
士
山
の
絶
景
を
写
真
に
収
め
た

い
と
計
画
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
計
画
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
ご
案
内
し
ま
す
。

　

ま
た
、
手
軽
な
費
用
に
な
る
よ
う
、
大
人
の
休

日
ク
ラ
ブ
の
利
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
同
好
会

�

廣
井
　
博
行

　

活
動
第
１
回
目
は
、12
月
17
日
に
妙
高
（
一
泊
）

で
①
同
好
会
員
顔
合
わ
せ
②
入
山
に
際
し
て
の
レ

ク
チ
ャ
ー
③
雪
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
④
山
ス
キ
ー
の
ア

イ
テ
ム
に
つ
い
て
⑤
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
等
の
内

容
で
活
動
を
開
始
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
講
師

は
後
藤
正
弘
支
部
長
と
玉
木
大
二
朗
事
務
局
長
の

予
定
で
す
。
こ
れ
ら
の
内
容
を
踏
ま
え
て
次
の
予

定
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
計
画
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
ご
案
内
し
ま
す
。

①
１
月
27
日
（
土
）
東
谷
山

②
２
月
11
日
（
日
）
菱
ケ
岳

③
３
月
３
日
（
日
）
三
田
原
山

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
支
部
会
員
動
向
（
２
０
２
３
年
５
月
～
８
月
）

１
新
入
会
友

　

岡
田　

陽
子
（
１
３
４
６
３
）

　

山
中　

孝
郎
（
１
６
８
４
１
）

２
退
会
会
員

　

本
間　

一
人
（
８
２
４
８
）

　

佐
野　

弘　

（
８
２
７
４
）

　

小
林　

収　

（
５
１
６
８
）

３
物
故
会
員

　

今
成　

幸
夫
（
４
４
９
５
）

４
支
部
会
員
数
（
２
０
２
３
年
８
月
20
日
現
在
）

　

支
部
会
員
（
準
会
員
含
む
）
１
５
５
名

　

支
部
会
友
９
名

●
支
部
会
員
総
数
（
２
０
２
３
年
８
月
末
現
在
）

　

支
部
会
員
（
準
会
員
含
む
）
１
６
１
名　

　

支
部
会
友
７
名

●
支
部
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
支
部
会
費
に
つ
い
て
は
多
く
の
会
員

の
皆
様
か
ら
納
入
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

８
月
現
在
、
未
納
の
方
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
未

納
の
方
は
至
急
支
部
の
口
座
に
振
り
込
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
払
込
取

扱
票
で
振
り
込
ま
れ
る
方
は
必
ず
通
信
欄
に
住
所
、

氏
名
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

越
後
支
部
口
座

金
融
機
関
：
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

加
入
者
名
： 

公
益
社
団
法
人　

日
本
山
岳
会
越
後

支
部

口
座
記
号
：
０
０
５
６
０
―
３

口
座
番
号
：
１
０
３
７
１
６

年
会
費
：
２
，０
０
０
円
（
会
友
は
３
，０
０
０
円
）

●
支
部
晩
餐
会
の
開
催
予
定
に
つ
い
て

　

近
年
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
支
部
晩
餐
会
を
中
止
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年
は
12
月
９
日
（
土
）
に

新
潟
市
中
央
区
弁
天
２
―
１
―
６
「
新
潟
東
映
ホ

テ
ル
」
に
お
い
て
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

正
式
な
開
催
案
内
と
出
欠
連
絡
方
法
に
つ
き
ま

し
て
は
、
別
途
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

　

こ
の
支
部
報
が
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
暑
さ
も

収
ま
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
記
録
更
新
ず

く
め
の
猛
暑
と
少
雨
に
は
皆
様
閉
口
さ
れ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
や
は
り
暑
い
と
き
は
高
山

で
可
憐
な
花
を
愛
で
、
雪
渓
を
渡
る
涼
風
と
と
も

に
雪
渓
で
冷
や
し
た
ビ
ー
ル
を
飲
み
た
い
も
の
で

す
。
と
涼
し
く
な
っ
た
頃
に
こ
の
文
章
を
読
ま
れ

て
も
違
和
感
を
感
じ
ら
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

越
後
支
部
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
リ
ア
ル
タ
イ

ム
の
情
報
提
供
が
定
着
し
、
支
部
報
が
届
い
て
も

知
っ
て
い
る
内
容
ば
か
り
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
や
ら
な
い
の
で
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
見
な
い
よ
と
仰
る
方
も
お
ら
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
時
代
に
即
し
た
広
報
委
員
会
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
な
が
ら
、
少
し
で
も
会
員

諸
兄
の
お
役
に
立
つ
活
動
を
模
索
し
て
お
り
ま
す
。

改
善
の
ご
提
案
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
可
能
な

限
り
実
現
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
諏
訪
惠
一
）


